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　1 月 9 日（日）三本木総合支所ふれあいホー
ルにて、令和 4 年三本木地域成人式が行われま
した。成人式では、尾松副市長が祝辞を述べ、
新成人を代表し髙橋寛太さん（南新町地区）と
佐々木あゆなさん（伊賀地区）が新成人の誓い
を宣誓しました。（▼写真下）
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ルにて、令和 4 年三本木地域成人式が行われま
した。成人式では、尾松副市長が祝辞を述べ、
新成人を代表し髙橋寛太さん（南新町地区）と
佐々木あゆなさん（伊賀地区）が新成人の誓い
を宣誓しました。（▼写真下） ▲三本木まちづくり協議会の本

田会長から、　記念品として成
人式の写真の目録が贈られま
した。

新年明けましておめでとうございます。
　今年の干支は壬寅（みずのえ・とら）で，意味合いは「新しく立
ち上がること」や「生まれたものが成長する」といった縁起の良さ
を表しているそうです。
　また、「冬が厳しいほど春の芽吹きは生命力に溢れ、華々しく
生まれる年になる」ということらしいです。
　皆様におかれまして新年は、生き生きとした明るい、飛躍の年
となりますよう心からご祈念申し上げます。
　さて、新型コロナウイルスにつきましては、皆様のご協力により
一時は落着きを見せておりましたが、年が明けるとともに本市に
おいても感染者の増加傾向が心配され、第６波の懸念もあり、３
回目のワクチン接種も急ぎ始まっております。引き続き感染防止対
策等よろしくお願いいたします。
　また、昨年の自然災害につきましては、全国的には台風や豪雨
災害も発生しておりますが、本市においては、台風の襲来もありま
したが比較的災害の少ない年であったと思います。激甚化の様
相を強める自然災害に対しましては、国や県に働きかけながら防
災整備を進めて、災害が発生すると予想される時には初動から
しっかり対応し、安全度を高める方策を講じて、減災に努めてまい
ります。

　火災については、４月の林野火災１件のみでしたが、新年早々、
ラサ工業で工場の爆発事故が発生しました。お２人の怪我人は
あったものの大事に至らなかったと聞いており、被害は広がらず
に留まったと思いますが、お見舞いを申し上げますとともに、お怪
我をされた方には、一日も早いご回復を心よりお祈りいたしま
す。
　交通関係では昨年１月29日に交通死亡事故ゼロ千日を達成
し，古川警察署長様より感謝状をいただいております。火災や交
通事故は自然災害と違い、お一人お一人の日頃からの点検や確
認、心がけ次第で防ぐことができます。
　市といたしましても、関係機関・団体の皆様と連携を密に、安全
で安心して暮らせる街づくりのため、効果的な啓発活動に努めて
まいりますので、住民皆様のご協力を賜りますよう切望するもので
ございます。
　結びになりますが、202２年が皆様にとりまして、健康で充実し
た年となりますよう重ねてご祈念申し上げますとともに、気軽に立
ち寄り、相談のできる明るい三本木総合支所を目指してまいりま
すので、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げま
して、新年のご挨拶とさせていただきます。
　令和4年1月

大崎市三本木総合支所長　荻野　信男



◆日　時　2月16日（水）
　　　　　10時～11時 
◆場　所　三本木児童交流センター
◆内　容 「おひなさま会」 
◆対　象　就学前の子どもと保護者（10組）
◆持ち物　飲み物
◆申込み　2月14日（月）までに電話で申し込み
　　　　　三本木児童交流センター　☎52-2078

  三本木まちづくり協議会では、コロナ禍で地域内での
ふれあいの場が少なくなったことを受け、展示を主体
とした「みんなの展示会」を開催致します。ひまわり
園、三本木小学校、三本木中学校の子供、生徒たちの
作品展示とあわせて、一般のみなさんからの作品を募
集し、多くの地域のみなさんにお楽しみいただきたく
企画致しました。
　また、特別展として帝京大学から箱根駅伝で3区を
走った「ミスター湘南」こと遠藤大地さんのユニホー
ム、愛用品、写真などを展示致します。
　開催に際しましては、入場人数の制限をおこなうな
どコロナ感染予防に努めまして、みなさまのご来場を
お待ちしております。

◆展示期間　令和4年2月25日（金）～27日（日）
　　　　　　25日（金）26日（土）AM9:00～PM4:00
　　　　　　26日（土）のみAM9:00～PM3:00           

◆展示場所　三本木総合支所２階　旧下水道課フロア

※一般からの展示作品募集の詳細は
次のページをご覧ください。

0組）



冠婚葬祭・旅行など各種貸切バス

ジャンボタクシー・福祉タクシー

一般の方からの展示作品を
募集します。

般 方から 展示作品を
「みんなの展示会」「みんなの展示会」「みんなの展示会」

広報さんぼんぎねっとのロゴを
募集します。

広報さんぼんぎね と ゴを
「ロゴ募集について」「ロゴ募集について」「ロゴ募集について」

◆展示期間：2月25日（金）～26日（土）
◆展示場所：三本木総合支所２階旧下水道課フロア
◆作品搬入：2月22日（火）13：00～16：00
　　　　　　2月24日（木）　8：30～11：30
◆作品形態：自由（複数展示については応相談）
◆展示料金：無料
◆展示申込み期間：1月11日（火）～2月10日（木）まで
◆展示申込み方法：三本木総合支所地域振興課
※「みんなの展示会」申込用紙に記入し、お申込みくださ
い。

◆問合せ先：三本木総合支所地域振興課　櫻田
　　　　　　☎0229（52）2111

■出展についての注意事項
①作品には氏名、行政区（学年等）その他必要な作品につ
いての説明文を簡潔に記載し、作品に貼付あるいは提示
ください。（名刺サイズ程度）

②出展作品は2月22日（火）13：00～16：00あるいは2
月24日（木）9：00～12：00までに、ご持参ください。

③展示ボードへの貼り付けは両面テープにて行います。画
用紙など剥がす際に紙面を傷める可能性があります。
④額装等は軽量のものとし、ガラス製は避けてください。
また額装やパネルの場合は、吊り下げ紐を着けてくださ
い。
⑤展示場所については、まち協で指定します。展示方法に
ついては、ご希望に添えない場合がございます。
⑥大きな作品や複数展示については、ご希望に添うことが
できず、展示できない若しくは日替わりで展示となりま
す。
⑦出展作品は2月27日（日）15：00～16：00あるいは2
月28日（月）9：00～16：00の間に回収をお願いしま
す。
⑧作品に破損・盗難等が生じた場合でも責任・補償は負い
ません。
⑨その他、まち協スタッフの指示に従えない場合は、展示
をお断りする場合もございます。
⑩コロナウイルス感染症感染拡大により、中止・延期する
場合がございますのであらかじめご了承願います。

　三本木まちづくり協議会広報委員会では、広報さんぼん
ぎねっと発行から15周年を迎えたことを期に新しいロゴ
を公募致します。

◆文　字：さんぼんぎねっと（ひらがなのみ）
　　　　　未発表・オリジナル作品であること
◆大きさ：35ｍｍ×150ｍｍ
◆　色　：カラー及び白黒に対応、兼用できるもの
◆応募〆切：2022年2月末日
◆審　査：広報委員およびまち協委員の投票による
◆発　表：広報さんぼんぎねっと4月号にて発表

※なお採用作品の著作権等については、三本木まちづくり
協議会に帰属しますことをご了承ください。

　採用者の方おひとりに、5，000円分のクオカードを進
呈いたします。

■応募方法
　下記①または②でお申込みください。（複数応募可）

①作品データは、画像ファイルで、2～3MB内のこと
　送付先　Mail：s-chiiki@city.osaki.miyagi.jp
②手描きのものは現物を下記へ郵送またはお持ちください。
　〒989-6321　大崎市三本木字大豆坂24-3
　　　　　　　　　三本木総合支所地域振興課　
「さんぼんぎねっとロゴ募集」係

※①、②には　名前・行政区・連絡のつく電話番号または
携帯番号を必ずご記入ください。

◆問合せ先：三本木総合支所地域振興課　櫻田
　　　　　　☎0229（52）2111
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代表　村 上　　誠
携帯 080-6045-9913
〒989-6306　大崎市三本木新町二丁目2-7

屋根・外壁の塗装 雨どいの修理 など《見積無料》
地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします

子育て支援センター

児童交流センター



まち 協 だ より ひまわり交流協会表彰

　12月16日（木）午後7時より三本木まちづくり協
議会委員会が開催されました。
■委員会で報告された事項　
１　大崎市上下水道事業運営審議会報告について
　　三本木に給水されている水道水のフローについて
説明

２　まちづくり連絡会議について
３　新世紀公園整備について今後の流れ
４　トランスイート四季島受け入れ実行委員会委員の
推薦については、伊東副会長を推薦

■委員会での検討事項報告
１　教育部会にて紙芝居等の作成のため活動助成金申
請を承認

２ 　「みんなの展示会」詳細について
　　展示は2月25日（金）～2月27日（日）で実施。
　　準備、片付け等委員も協力をお願いしたい。
　　1月の委員会（1/20）で担当割りなど決定
３　地域課題収拾「意見箱」を受けてグループセッ
ションを行い三本木の長所、魅力そして三本木の
改善すべきところ（こうなったらいいな）を各自
付箋紙に書き出しカテゴリごとに模造紙に貼り付
けた。

　１月４日（火）、令和４年大崎市新年のつどいが大崎
市民会館で開催され、大崎市三本木ひまわり交流協会
が『宝の都（くに）・活性化貢献賞』を受賞しました。
　『宝の都（くに）・活性化貢献賞』は、市民活動の一
層の普及、創意と工夫による個性ある地域活動を促進
することを目的に、地域の活性化に先導的な役割を果
たしたと認められる個人又は団体等へ市長が授与する
もので三本木地域ではひまわり交流協会が３団体目の
受賞となります。
　大崎市三本木ひまわり交流協会は、昭和63年、旧三
本木町観光物産協会の発足を機に、ひまわりを区花と
している横浜市港南区との交流を開始しました。
　平成13年、旧三本木町観光物産協会の解散に伴い、
三本木町ひまわり交流協会（現大崎市三本木ひまわり
交流協会）が事業を継承し、大崎市と港南区の小学生
を中心とした生活交流体験活動では、これまで延べ
886名の児童が参加するとともに、同区主催の異世代
交流事業「こうなん子どもゆめワールド」への参加な
ど、大崎市の観光PR事業に積極的に取り組んでいます。

▲ひまわり交流協会　手代木会長（左前）と佐藤事務局長（左後）

新年あけまして
 　おめでとうございます。
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　12月14日（火）、南新町区高齢者の集いで、百歳体操を始め
てから満5年で229回を迎え、市より金賞をいただきました。
｠ 　三本木地域のモデル地区となっているということで、市民
福祉課より、塩分の取り方と高齢者は噛む力が弱いということ
で口腔ケア等の講話と、セントラルスポーツの方を講師に招い
て百歳体操の指導を受けました。

　1月7日（金）午前10時40分より、三本木総合支
所ふれあいホールにて三本木行政区長研修会が開催
され、佐々木賢司県議会議員、相澤久義市議会議員、
佐藤仁一朗市議会議員と三本木行政区長27名によ
る意見交換会が行われました。
　はじめに各議員より、活動状況の説明後、区長た
ちからは、三本木SIC工業団地の企業誘致計画や高
齢化に伴う交通弱者への地域交通についてやYKK前
の国道4号の朝の渋滞緩和策、新世紀公園への遊具
設置などについて意見が出されました。

 1月14日（金）雪の降りしきる中、八坂神社にて「三
本木どんと祭」が行われました。新型コロナウイルス感
染症感染防止の為、「お焚き上げ」のみ行われました。

百歳体操で金賞を受賞しました百歳体操で金賞を受賞しました百歳体操で金賞を受賞しました百歳体操で金賞を受賞しました百歳体操で金賞を受賞しました百歳体操で金賞を受賞しました

　南谷地地区にて、昨年12月11日（土）にもちつき大会を開催しました。
　一昨年はコロナの感染状況を踏まえて中止としたもちつき大会ですが、今回
は子供会のクリスマス会終了後、区民を交え40名程が参加し行われました。
　餅つきは、区の役員から子どもたちに「杵（きね）」をバトンタッチ！！小さい杵を使って餅をつき、あんこ餅、きなこ
餅、納豆餅、そしてお雑煮にしてもらい6キロの餅を皆で美味しくいただきました。

も ち つ き 大 会も ち つ き 大 会も ち つ き 大 会も ち つ き 大 会も ち つ き 大 会も ち つ き 大 会

区 長 研 修 会



　2022年「箱根駅伝」で往路２位、総合９位、５年
連続のシード権を繋いだ帝京大学で、三本木出身
の遠藤大地さんが４年連続で３区を走り区間４位
（1時間1分40秒）のタイムで競技人生に区切りを
つけました。広報さんぼんぎねっとでは、帰省中の
遠藤さんに話を聞きました。

競
技
人
生
の
集
大
成
「
箱
根
駅
伝
」
や
り
き
っ
た
！

Ｑ：大学生活4年間を終えての感想は？
Ａ：振り返ってみればあっと言う間の4年
間でした。仲間に恵まれてとてもよかった
と思っています。
主将の橋本尚斗さんとは特に仲良くしても
らいました。

Ｑ：フィジカル面では当然ながらメンタル
面で強くなったと思うことはありますか？
Ａ：何事にも動じなくなり、慌てずに対処
できるようになりました。

Ｑ：これまでの大会で辛かったことは？
Ａ：2年生時に出場した兵庫リレーカーニ
バルが散々でした。

Ｑ：食事などの制限はあったのでしょうか？
Ａ：お菓子が好きで食べますけど、大会に向けて三ヶ
月くらい前から食事制限をして5～6ｋｇ絞っていきま
す（えっ！そんなに絞れるの・・羨ましい（笑い））。
大会の二日前頃からは炭水化物を摂るようにしていま
す。ちなみに今回の箱根駅伝の前日はうどんを食べま
した。

Ｑ：一日の練習メニューはどのようになっています
か？
Ａ：6：30～8：00が朝練習、その後授業などそして
16：30～18：00が午後練習になっています。スト
レッチは15種類位を組み込んでいます。
箱根駅伝での練習では20ｋｍ走ることをメインに行っ
ていました。

Ｑ：寮生活はどのようにしていましたか？
Ａ：帝京大学の近くに寮があり二人で一部屋になって
おり、記録の近いメンバーと一緒に生活し、相乗効果
で頑張れると思います。
寮の運営は住んでいる学生がメインで行っており、食
事は朝と夜に学食に行きます。

Ｑ：走っていてギヤを上げると言う表現をしますがど
のような状態を言いますか？
Ａ：タスキを貰って普通は80％くらいのパワーで走り
ます。勝負するとき（抜くときなど）100％にアップ
します。今回の箱根では最初から100％で行こうと思
いました。ギヤを上げると心拍数も上がりますが血圧
も200くらいまでアップします。



編集後記：箱根駅伝で遠藤さんが抜いた数は、４年間で

なんと１９人。４年間、腕につけていたランニングウォッチ

は、おばあちゃんからのプレゼントだ。４年間誰よりも応

援し支えてくれた家族の大切な一枚を撮らせていただい

た遠藤家のみなさんに心より感謝致します。

Ｑ：これまで海外で走った経験はありますか？
Ａ：オランダで走ったことがあります。世界のレベル
は非常に高くて別世界を走っている感じでした。

Ｑ：目標としていた選手は居ましたか？
Ａ：ＳＧホールディングスの村澤明伸選手です。走り
が大きく前半からガンガン行く選手です。

Ｑ：大学卒業後は就職をするようですが？
Ａ：大学2年生の時に走ることは4年間で辞めようと
思っていました。4年生の時に災害時に携われる、宮
城でも勤務できる可能性があることから建設機械レン
タルと道路工事を行っている会社に就職を決めました。

Ｑ：社会人になったら仕事以外ではどんなことをやっ
てみたいですか？
Ａ：ケガが怖くて出来なかったこともあるのでスキー
やスノボをやってみたいと思います。

Ｑ：最後に三本木、そして地元の皆さんに一言お願い
します。
Ａ：走った後に皆さんからの声が届いていたので4年
間頑張ることができました。
4年間応援ありがとうございます。大学で学んだこと
をこれから生かしていきます。

　WAKAMONO達が今、何に夢中になっているのでしょうか。三本木出身のWAKAMONO達、「今一生懸命なこと」
「夢中になっていること」活動や仕事、趣味、学び、宝ものなどを自由に書いてもらうという企画です。12月号の坂
野さんからバトンを受け取ったのは、北町出身の吉田さんです。

　あけましておめでとうございます。2022年スタートの記事を
任されました北町出身の吉田卓巳と申します。厳しい寒さが続
いておりますが、皆様元気に過ごしていますか？

　時間の流れはあっという間で、僕自身もう少しで社会人1年目
が終わりを迎えます。突然ですが、これを読んでくださってい
る人の中に日常的に運動している方はどのくらいいるでしょう
か。社会人ともなると時間の確保が難しくなり、運動不足に
なってしまう方も少なくないと思います。事実、僕もそうでし
た。運動不足に陥ると生活習慣病のリスクが高まり、自律神経
の働きが乱れ、肉体的にも精神的にも良くないことだらけです。
僕自身はスポーツジムに通うことでそれを解消しましたが、今
回はスポーツジムに通わなくても気軽に運動不足を解消できる
簡単な習慣を紹介したいと思います。

　一つ目は、家事などをする際に大きく身体を動かすこと！
　二つ目は、エスカレーターやエレベーターではなく階段を使
　　　　　　うこと！
　三つ目は、近所の用事はなるべく徒歩で移動すること！

　他にもたくさんありますが、まずは小さな
ことからコツコツと始めてみましょう！

　正月太りをしてしまったそこのあなた！明
日からではなく、これを読んでしまった瞬間
から実践してみてください！身体は資本、健
全な魂は健全な肉体に宿る、肉体的にも精神
的にも健康であり続けましょう！



人　口 ７，５４２人（－２２）
　男　 ３，７７５人
　女　 ３，７６７人
世帯数 ２，７２２戸（－　６）
　　 （　）は前月との比較

令和４年１月１日現在

人　口 ７，５６４人（＋　６）
　男　 ３，７８４人
　女　 ３，７８０人
世帯数 ２，７２８戸（＋　４）

令和３年１２月１日現在

姉妹・交流都市からのお便り 小型家電の回収にご協力ください

【行政相談】毎月第１水曜日
  　２月　２日（水）　9時～12時
【人権相談】毎月第３月曜日
  　２月２１日（月）　10時～15時
◆相談料　無　料　　◆会場　総合支所相談室

２月４日（金）／２月１８日（金）
13：40～14：25　 三本木総合支所駐車場
14：50～15：40　 南谷地集会所　
※悪天候などより中止・変更する場合あります。

　小型家電に含まれる金属などの再資源化や３Ｒ推
進のため、回収にご協力ください。

【回収場所】
　 ◆三本木総合支所
　 ◆市役所本庁舎入口
　 ◆イオン古川店
 　◆ヨークベニマル市内各店
 　◆パレットおおさき　など

　「ひまわり自由研究展覧会」が、１２月６日から１５
日までの港南区役所区民ホールで開催されました。
　会場には応募作品、ひまわり交流や大崎市につい
て紹介するパネルが展示されました。
　作品などの詳細については、港南区
のＨＰ（右ＱＲコード）で見ることが
出来ます。

◆日時　２月１６日(水) 　午前１１時ころ
◆内容　防災無線のチャイムが鳴り
　 　 　「これはＪアラートのテストです」
　　　　　　　  　　　と３回放送します。
※テストですので避難行動等は必要ありません。

休日や夜間に受診可能な休日当番医・歯科医及び夜間急患セン
ター等の情報はこちらから確認ください。
　　◆電話：宮城県休日当番医情報（大崎医療圏）
　　　　　　☎０２２９－２４－２２６７（音声案内）
　　◆携帯電話・スマートフォン ： 大崎市ホームページ
　　　　　　　　（右のQRコードからアクセスできます。）

車場

横浜市港南
区から


